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条　例

　

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
国
の
特
別
職
の
給
与
改

定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
改

定
に
基
づ
き
、
市
長
・
副
市
長
・

病
院
事
業
管
理
者
・
教
育
長
の

期
末
手
当
の
支
給
率
を
年
０
・

１
月
分
引
き
上
げ
３
・
４
月
分

に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
議
会
議
員
の
報

酬
や
期
末
手
当
は
市
長
な
ど
常

　
「
交
通
安
全
週
間
」
期
間
中

の
９
月
22
日
に
職
員
が
酒
気
帯

び
運
転
で
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
態
を
重
く
受
け
止
め
た
市

長
お
よ
び
副
市
長
は
、
監
督
責

任
を
取
る
と
し
て
、
月
額
給
料

勤
特
別
職
の
状
況
に
応
じ
て
改

定
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
期
末
手
当
の
支
給
率

を
市
長
な
ど
と
同
様
に
０
・
１

月
分
引
き
上
げ
、
年
３
・
４
月

分
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
１
人
あ
た
り
の
引
き
上

げ
額
は
約
４
万
６
０
０
０
円
で

す
。

　

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
市
職
員
の
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
を
合
わ
せ
て
０
・
１

月
分
引
き
上
げ
、
給
料
に
つ
い

て
は
、
初
任
給
大
卒
１
万
１
０

０
０
円
、
高
卒
１
万
２
０
０
０

円
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
引
き
上

げ
、
令
和
６
年
度
か
ら
勤
勉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

の
10
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
給
料
の
減
額
期
間
は
、

市
長
お
よ
び
副
市
長
と
も
に
令

和
６
年
１
月
１
日
か
ら
同
月
３

１
日
ま
で
の
１
か
月
間
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
新
た
な
指
定

や
、
期
間
満
了
に
伴
い
、
１
３

３
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

新
た
に
施
設
の
管
理
運
営
を

任
せ
る
施
設
は
４
施
設
で
あ
り
、

公
募
に
よ
り
募
集
を
行
い
、
指

定
期
間
は
３
年
間
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
は
、
指
定
期

間
が
満
了
す
る
た
め
に
更
新
を

す
る
も
の
で
あ
り
、
公
募
に
よ

り
選
定
し
た
施
設
が
６
施
設
、

非
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
施
設

が
１
２
３
施
設
に
な
り
ま
す
。

　

指
定
期
間
は
い
ず
れ
も
５
年

で
す
。

施
設
名

築
館
有
機
肥
料
セ
ン
タ
ー

栗
駒
有
機
セ
ン
タ
ー

金
成
有
機
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

有
限
会
社
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
宮
城

指
定
管
理
料

�

９
２
７
５
万
円

�

（
３
年
間
の
合
計
）

施
設
名

栗
原
市
志
波
姫
公
民
館

指
定
管
理
者

し
わ
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

指
定
管
理
料

�

４
０
６
５
万
円

�

（
３
年
間
の
合
計
）

　
12
月
の
定
例
議
会
で
は
市
長
・
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
、
議
員
、
市
職
員
の
給
料
及
び
期

末
手
当
等
を
引
き
上
げ
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民
間
事
業

者
に
任
せ
る
「
指
定
管
理
者
」
の
指
定
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
関
係
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
に
か
か
る
予
算
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
の
専
決
処
分
や
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会
は
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決

し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
が
決
定

　
 

期
末
手
当　

引
き
上
げ

給
料
10
％
カ
ッ
ト

0.1月分

市　
　

長

議
会
議
員

市　長
副市長

※指定管理者制度
　公の施設（公民館など）の管理を企業や法人などに任せる制度なにこれ

新
た
に
指
定
す
る
施
設

給
与
を
引
き
上
げ

職員

公民館は社会教育の拠点
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補正予算

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
品
価
格
な

ど
の
物
価
高
騰
に
伴
い
、
家
計

で
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
生
活
応
援
商
品
券
」

を
全
市
民
に
配
布
す
る
こ
と
で

市
民
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
者

市
民　

約
６
万
２
０
０
０
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
込
み
）

商
品
券

市
民
１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円

利
用
可
能
期
間

　

令
和
６
年
５
月
31
日
ま
で

令
和
６
年
１
月
下
旬

　

商
品
券
準
備
お
よ
び
参
加
店

舗
と
り
ま
と
め

令
和
６
年
２
月
下
旬

　

商
品
券
封
函
お
よ
び
発
送

令
和
６
年
３
月
中
旬

　

商
品
券
の
配
達
が
完
了

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
な
ど

の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

低
所
得
者
世
帯
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
）
に
対
し
、
１
世
帯
あ

た
り
７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
、

栗
原
市
に
住
所
登
録
が
あ
る
世

帯
で
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

が
対
象
で
す
。

（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
の
み
で
構
成
す

る
世
帯
を
除
き
ま
す
。）

想
定
世
帯　

　

７
０
５
０
世
帯

支
援
金

　

１
世
帯
あ
た
り
７
万
円

実
施
期
間
（
支
給
開
始
）

　

令
和
５
年
12
月
下
旬
か
ら

　

な
お
、
物
価
高
騰
に
よ
る
７

万
円
の
支
給
は
、
11
月
30
日
に

市
長
が
※
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
議
会
で
、
議
会
は

専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
の
２
件
の
工
事
に
つ
い
て

議
会
は
原
案
の
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

工
事
名　

栗
原
市
防
災
行
政
無

　
　
　
　

線
設
備
中
継
局
更
新

　
　
　
　

工
事

入　

札　

随
意
契
約

金　

額　

２
億
６
８
０
万
円

相　

手　

株
式
会
社

　
　
　
　

有
電
社
東
北
支
店

工
事
名　

市
道
大
林
線
地
盤
改

　
　
　
　

良
工
事
（
そ
の
２
）

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

２
億
１
７
５
８
万
円

相　

手　

上
田
建
設
株
式
会
社

請
負
契
約

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

物
価
高
騰
に
７
万
円
を
支
給

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象

3,000円の商品券
市民全員に配布

商品券の利用を期待する商店街

燃料の購入にも使える商品券

表　

彰
菅す

が

原わ
ら　

勇ゆ
う

喜き 

議
員

　令和５年度、総務大臣感謝状の贈
呈式において、地方議会議員として、
永年地方自治行政に貢献された功績
により、菅原勇喜議員に感謝状が贈
呈されました。

　
（
※
）
専
決
処
分
と
は
、
予

算
や
条
例
な
ど
を
、
首
長
が
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
自
ら
の
権

限
で
決
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
で
定
め
て
お
り
、

緊
急
時
で
議
会
を
招
集
す
る
時

間
が
な
い
場
合
な
ど
に
、
専
決

処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
処
分
後
に
は
、
次
の

議
会
で
報
告
し
て
承
認
を
求
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
く
ち
メ
モ
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岡
山
県
美
咲
町
で
は
、
バ
ス

運
行
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

（
黄こ

う

福ふ
く

タ
ク
シ
ー
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

黄
福
タ
ク
シ
ー
の
内
容
は
、

利
用
経
費
の
半
額
を
助
成
す
る

制
度
で
上
限
は
５
０
０
０
円
で

あ
り
、
県
内
の
特
定
機
能
病
院

を
受
診
し
た
場
合
、
い
く
ら
利

用
し
て
も
半
額
と
い
う
制
度
で

す
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
と
し
て
位
置
づ
け
を
し
て
い

ま
す
が
、
国
か
ら
の
補
助
が
な

く
、
財
源
の
確
保
と
運
転
手
の

確
保
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
、
来
年
度
か
ら
タ

ク
シ
ー
助
成
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
他
自
治
体
と
連
携
を
取
り
、

国
に
対
し
て
、
強
力
な
財
政
支

援
の
要
請
に
努
め
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性

　

香
川
県
三
豊
市
で
は
、
文
書

の
電
子
決
裁
、
会
議
は
原
則
と

し
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
全
庁
舎
で
紙

文
書
量
の
削
減
目
標
を
30
％
に

定
め
、
削
減
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス

を
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
導
入
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ
ア
を

設
け
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
で
死
亡
後
の

手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
短
縮
し
、
市
民
の
満
足
度
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
、
市
民
や
職
員
が

一
番
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

は
何
か
を
考
え
な
が
ら
、
事
業

構
築
を
進
め
、
人
的
コ
ス
ト
の

最
適
化
も
図
っ
て
ほ
し
い
と
望

み
ま
す
。

　

静
岡
県
伊
豆
市
で
は
、
委
託

や
市
直
営
に
よ
り
運
営
し
て
き

た
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
令
和
４
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
に
す
る
こ
と
を
機
に
、
キ
ャ

ン
プ
を
入
り
口
と
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
事
業
者
と
地
域
の
新
た
な

事
業
の
創
出
と
、
人
材
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
通
じ
て
、
移
住
・
定

住
に
つ
な
げ
、
人
口
減
少
対
策
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

今
後
、
伊
豆
市
の
よ
う
に
事

業
の
目
的
を
明
確
化
す
る
た
め

に
も
、
具
体
的
な
事
業
化
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業

の
採
算
性
や
継
続
性
を
し
っ
か

り
分
析
し
た
う
え
で
、
魅
力
あ

る
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
政

策
の
推
進
を
求
め
る

　

和
歌
山
県
有
田
市
で
は
、
価

値
あ
る
土
地
と
農
家
の
誇
り
を

未
来
に
残
す
た
め
、
新
規
就
農

者
、
農
地
提
供
者
、
受
け
入
れ

農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
就
農
モ
デ
ル
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
日
本
の
農
業
が
直

面
す
る
課
題
へ
の
対
応
の
モ
デ

ル
と
な
り
う
る
も
の
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
、
第
７
回
プ
ラ
チ

ナ
大
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果

　

市
内
に
お
け
る
荒
廃
農
地
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
に
お
け
る
地
域
計

画
が
地
域
農
業
の
維
持
、
発
展

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
持

続
可
能
な
農
業
お
よ
び
農
村
地

域
に
つ
な
げ
て
い
く
農
業
政
策

の
推
進
を
求
め
ま
す
。

持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通

魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
へ

向
け
た
分
析

総  務

産業建設

10/23 ～ 25

10/31～11/2

先進地に学ぶ先進地に学ぶ
三豊市・美咲町総務

金ケ崎町・横手市広報

丸亀市・池田市
まるがめ し

あり だ し い ず し

し

み とよ し み さきちょう

ちょうかね が さき よこ て

だいけ し

文教民生

有田市・伊豆市産業建設

伊豆市のキャンプ場を調査

デジタル化先進地を調査
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広  報

　

大
阪
府
池
田
市
で
は
、
不
登

校
の
要
因
や
背
景
を
多
角
的
に

ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、「
多
様
な

学
び
の
場
」
を
保
障
す
る
と
し

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
へ
の
支

援
体
制
と
し
て
「
校
外
支
援
体

制
」
と
「
校
内
支
援
体
制
」
を

上
手
く
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
登
校

や
学
級
復
帰
の
み
を
目
指
す
も

の
で
は
な
く
、
社
会
と
繋
が
り

を
持
っ
て
、
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
「
社
会
的
自
立
」

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

本
市
に
お
い
て
も
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
対

応
を
学
校
と
い
う
枠
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
的
自
立

を
十
分
意
識
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所

の
確
保
な
ど
に
努
め
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。

一

元

的

に

「
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
」
事
業

　

香
川
県
丸
亀
市
で
は
、
妊
娠

期
か
ら
概
ね
18
歳
ま
で
の
子
育

て
に
関
す
る
相
談
を
一
元
的
に

受
け
付
け
、
支
援
す
る
子
育
て

支
援
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

子
育
て
家
庭
の
支
援
と
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
ま
る
育
サ
ポ
ー

ト
」
事
業
を
平
成
28
年
度
か
ら

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
に
お
い
て
も
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
相
談
を
一
元
的

に
受
け
付
け
す
る
こ
と
や
、
組

織
横
断
的
な
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
分

か
り
や
す
く
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
さ
ら
な
る
子
育
て

支
援
の
充
実
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
包
括
的
な
支
援

を
望
む
も
の
で
す
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

「
支
援
体
制
」

文教民生
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議
会
は
、
議
案
書
や
議
会

関
係
資
料
な
ど
を
電
子
デ
ー

タ
化
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
議

員
と
事
務
局
と
の
通
信
連
絡

手
段
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、

議
会
運
営
の
効
率
化
や
議
員

活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
11
月
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
に
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
の
基
本
的
操
作

（
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
お
よ
び

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
機
能
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム

な
ど
）
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
、
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
で
本
格
的
に
運
用
し
て

い
く
た
め
に
、
12
月
定
例
議

会
で
は
、
本
会
議
の
最
終
日
、

総
務
常
任
委
員
会
で
試
行
的

に
運
用
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
金
ケ
崎
町
の
議
会
が

発
行
す
る
議
会
だ
よ
り
は
、「
あ

り
の
ま
ま
に
解
り
や
す
く
」「
議

員
の
力
で
」「
ス
ピ
ー
ド
発
行
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
18
年
連
続
、

岩
手
県
町
村
議
会
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
16
年
連
続
「
入
賞
」

の
実
績
あ
る
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
特
徴
は
、
表

紙
の
シ
リ
ー
ズ
化
と
と
も
に
町

民
が
主
役
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て

い
る
こ
と
や
、
議
会
の
提
言
を

町
は
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か

「
追
跡
」
記
事
な
ど
で
、
町
民

の
興
味
を
引
き
出
し
、
読
ん
で

も
ら
う
編
集
を
し
て
い
ま
す
。

編

集

に

活

用

市

民

の

提

案

　

秋
田
県
横
手
市
の
議
会
だ
よ

り
「
あ
な
た
と
市
議
会
」
は
、

住
民
の
興
味
を
引
き
出
す
漫
画

形
式
の
特
集
記
事
、
表
紙
は
市

内
中
学
校
の
生
徒
の
絵
画
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
声
を
聴
き
、
市
民
に
寄
り
添

っ
た
紙
面
を
目
的
に
、
令
和
２

年
３
月
か
ら
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー

は
、一
般
か
ら
意
見
を
聞
く「
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
と
、

高
校
生
の
モ
ニ
タ
ー
も
募
集
し
、

「
高
校
生
議
会
だ
よ
り
懇
談
会
」

を
設
け
て
、
提
案
さ
れ
た
ア
イ

デ
ア
を
編
集
に
生
か
す
こ
と
で
、

住
民
参
加
型
の
議
会
だ
よ
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

両
議
会
と
も
住
民
の
目
線
で

編
集
し
て
い
る
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。
今
後
、
市
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
あ
た
り
、
市
民
に

よ
り
一
層
「
親
し
ま
れ
」「
読

み
や
す
く
」「
分
か
り
や
す
い
」

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

住
民
参
加
型
の

「
議
会
だ
よ
り
」

議会
改革
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子育て先進地を調査

タブレット基本操作の研修風景


